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  正常由来および IgG4−RD 由来いずれにおいても，顎下腺導管上皮の頂部側と細胞基底側
に，クローディン-4，クローディン-7，オクルディン，JAM-A が発現していた．in vivo にお
いても in vitro においても顎下腺のタイト結合の発現や分布は，コントロール群と IgG4-RD
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 本研究では，これまでほとんど報告のないヒト顎下腺導管上皮細胞（Human salivary 






リア機能の著しい亢進が認められた．さらに IFNγ の濃度依存的に Claudin-7 の発現亢
進が認められた．IgG4 関連疾患における顎下腺のタイト結合関連蛋白の 発現維持は，IFN
γに対する顎下腺特有の性質に起因する可能性があると考えられた．  
 以上より、博士の学位授与に値すると審査委員全員に認められた． 
 
